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特集 決 算 報 告

広報 2平成25年10月号

目的別
歳　入

32億2323万円
地方交付税
（43.6％）

12億3695万円
国・県支出金
（16.8％）

10億5975万円
町税

（14.3％）

3億6071万円
繰越金（4.9％）

2億504万円
諸収入（2.8％）

5829万円
分担金負担金
（0.8％）

1億4992万円
その他（2.0％）

8億8901万円
町債（12.0％）

1億89万円
地方消費税交付金
（1.4％）

7501万円
地方譲与税（1.0％） 2834万円

その他（0.4％）

依
存
財
源
75.2％　　　

　　自主財源 24.8％
　
　
　
　
　
　

決
算
報
告

実
り
の
秋
の

平成 24 年度

津南町
　

平
成
25
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
は
、
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。
皆
様
が
納

め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
町
の
財
政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況

歳
入
の
増
減
要
因

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、

歳
入
が
73
億
８
７
１
４
万
円
、
前
年
度
比

４
億
５
４
８
６
万
円
減（
５
．
８
％
減
）、

歳
出
が
70
億
３
０
１
２
万
円
、
前
年
度
比

４
億
５
１
１
７
万
円
減（
６
．０
％
減
）と
な
り
、

差
引
３
億
５
７
０
２
万
円
を
平
成
25
年
度
に
繰

越
し
ま
し
た
。

　

本
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
自
主

財
源
は
18
億
３
３
７
１
万
円
、
前
年
度
比

１
億
４
８
９
５
万
円（
８
．８
％
）の
増
と
な

り
ま
し
た
。町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税
は
、

３
億
１
８
８
６
万
円
、前
年
度
比
３
２
１
１
万

円（
11
．
２
％
）
の
増
、
法
人
町
民
税
は
、

５
５
７
９
万
円
、前
年
度
比
６
０
６
万
円（
12
．

２
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

▼歳入合計

73億
8,714万円

①町税のうち、個人・法人住民税は増加、固定資産税は評価替により減少。

②長野県北部地震や豪雪災害の復旧費が増加。

③中津川運動公園造成事業や総合センター耐震化工事により教育費が増加。

町 税 の 内 訳
構成比

固定資産税 5億 8574 万円 55.3%
町民税（個） 3億 1886 万円 30.1%
町民税（法） 5579 万円 5.3%
町たばこ税 5920 万円 5.6%
軽自動車税 3130 万円 2.9%
入　湯　税 886 万円 0.8%

POINT ここがポイント

　

固
定
資
産
税
は
評
価
替
え
に
よ
り

２
４
０
７
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、入
湯
税

の
増
や
た
ば
こ
税
の
減
な
ど
、町
税
全
体
で
は

10
億
５
９
７
５
万
円
、前
年
度
比
１
２
８
９
万
円

（
１
．２
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
他
の
自
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15億4316万円
民生費
（22.0％）

10億9942万円
教育費
（15.6％）

6億7822万円
土木費
（9.6％）

5億9442万円
総務費
（8.5％）

6億7899万円
農林水産費
（9.7％）

4億7138万円
公債費（6.7％）

7億7834万円
衛生費
（11.1％）

4億2310万円
災害復旧費（6.0％）

3億2384万円
消防費（4.6％）

目的別
歳　出

4億3925万円
その他（6.2％）

歳
出
の
増
減
要
因

特
別
会
計
の
状
況

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、
児
童
や
老

人
な
ど
福
祉
関
係
経
費
の
民
生
費
の
割
合
が
最

も
高
い
で
す
が
、
前
年
よ
り
１
億
９
９
２
０
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

長
野
県
北
部
地
震
災
害
や
豪
雪
災
害
に

よ
る
災
害
復
旧
費
の
増
に
よ
り
前
年
よ
り

１
億
２
３
９
２
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
復
興
基
金
積
立
金
や
財
政
調
整
基

金
積
立
金
の
減
少
に
よ
り
３
億
４
０
２
１
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
中
津
川
運
動
公
園
造
成
事

業
や
総
合
セ
ン
タ
ー
耐
震
化
工
事
に
よ
り

３
億
１
５
８
６
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、
補
助
金
交

付
や
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
・
津
南
地
域

衛
生
施
設
組
合
な
ど
へ
の
負
担
金
で
あ
る
補
助
費

の
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
前
年
比

４
億
３
８
７
４
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
２
番
目
に
多
か
っ
た
の
が
国
民
健
康
保
険

性 質 別 歳 出

▼歳出合計

70億
3,012万円

前年度比
人件費 9億 1367 万円 13.0%
物件費 8億 0296 万円 11.4%
維持補修費 2億 0986 万円 3.0%
扶助費 5億 2727 万円 7.5%
補助費等 13億 8350 万円 19.7%
公債費 5億 0438 万円 7.2%
積立金 5043 万円 0.7%

投資及び出資金・貸付金 1 億 0218 万円 1.5%
繰出金 9億 8510 万円 14.0%

普通建設事業費 11億 2767 万円 16.0%
災害復旧事業費 4億 2310 万円 6.0%

会　計　名 歳　入 歳　　出
国民健康保険 12億 2947 万円 11億 4268 万円
後期高齢者医療 1億 1695 万円 １億 1448 万円
介護保険 15億 5911 万円 14億 8221 万円
簡易水道 3億 0348 万円 2億 8608 万円
下水道事業 3億 6106 万円 3億 3924 万円

農業集落排水事業 3億 3269 万円 3億 1102 万円
津南病院事業 18億 5081 万円 18億 4952 万円
合　計 57億 5357 万円 55億 2523 万円

特
別
会
計

特
別
会
計
や
下
水
道
事
業
特
別
会

計
な
ど
の
特
別
会
計
に
一
般
会
計
か

ら
支
出
す
る
繰
出
金
で
し
た
が
、
平

成
24
年
度
は
前
年
比
８
５
５
５
万

円
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
給
与
・
手
当
・
福
利
厚
生
費
等
の
人

件
費
は
、職
員
削
減
に
よ
り
前
年
度
比
１
．
１
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
北
部
地
震
災
害
の
関
係
で
普
通

建
設
事
業
費
、災
害
復
旧
費
が
前
年
度
比

４
億
５
１
１
８
万
円
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
積
立
金
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
震
災
復
興
基
金
の
積
立
金
の
減
少
が
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
は
任
意
に
節
減

で
き
な
い
経
費
が
多
い
こ
と
か
ら
義
務
的
経
費

と
呼
び
、
こ
の
性
質
の
経
費
が
占
め
る
比
率
が

大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
財
政
構
造
が
硬
直
化

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
財
源
で
は
、分
担
金
・
負
担
金
、財
産
収
入
に
よ

る
収
入
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、諸
収
入
の
増
加

や
前
年
度
繰
越
金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、自

主
財
源
は
前
年
よ
り
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
や
県
な
ど
の
制
度
に
影
響
を
受
け
る
依

存
財
源
は
55
億
５
３
４
３
万
円
、前
年
度
比

６
億
３
８
１
万
円（
９
．８
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
歳
入
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る

地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、災
害
関

係
の
経
費
の
算
入
の
減
少
に
よ
り
、前
年
度
比

４
億
２
９
１
５
万
円（
１
１
．７
％
）の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
独
立
採

算
が
原
則
で
す
。

　

必
要
な
財
源
は
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の

歳
入
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
基
本
的
な
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら

財
源
を
繰
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の
会

計
に
は
主
に
交
付
税
措
置
さ
れ
た
起
債
償
還
分

を
繰
出
し
し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
建
設
事
業
の

量
に
よ
り
大
き
く
増
減
す
る
会
計
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

介
護
保
険
、
病
院
の
会
計
は
、
法
律
や
制
度
改

正
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
会
計
で
す
。
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広報 4平成25年10月号

平成22年度
平成23年度

平成24年度

9.7%
9.8% 10.1%

平成22年度
平成23年度

平成24年度

50.1%
57.9%

83.5%

危ない!!

危ない!!

危ない!!

６
年
連
続
黒
字
で
す

資
金
不
足
比
率
「
無
し
」

全
て
の
会
計
を
合
わ
せ
て
も

黒
字
で
す

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、一
般
会
計

の
歳
入（
収
入
）か
ら
歳
出（
支
出
）を

差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
で
す
。

　

つ
ま
り
、黒
字
か
赤
字
か
を
判
断

す
る
指
標
で
す
。

　

本
町
は
黒
字
の
た
め
指
標
は「
無

し
」と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
と
は
、町
債（
借
金
）の
元
利

償
還
金
で
あ
り
、一
般
会
計
の
ほ
か
簡

易
水
道
・
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・

病
院
の
特
別
会
計
に
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、消
防（
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
）や
清
掃（
津
南
地
域
衛
生
施

設
組
合
）な
ど
一
部
事
務
組
合
の
会

計
で
も
元
利
償
還
金
が
あ
り
、町
が

相
当
分
の
負
担
金
を
支
出
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
を
実
質
的
に
公
債
費
と

と
ら
え
、標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
は
そ
の
種

類
に
よ
り
交
付
税
措
置
が
あ
る
た

め
、実
質
の
公
債
費
と
標
準
財
政
規

模
か
ら
交
付
税
措
置
相
当
分
を
差
し

引
い
て
計
算
し
ま
す
。

　

本
町
は「
10
．１
％
」で
あ
り
、平
成

23
年
度
決
算
で
は
県
内
市
町
村
の
う

ち
５
番
目
に
低
い
値
と
な
っ
て
い

て
、平
成
24
年
度
決
算
で
も
低
位
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、背
負
っ
て

い
る
借
金
等
将
来
負
担
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
を
指
標
と
し
て

い
ま
す
。背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に

は
、町
債
現
在
高（
全
会
計
の
現
在

高
の
ほ
か
、一
部
事
務
組
合
の
借
金
の

う
ち
津
南
町
の
持
分
の
現
在
高
を
含

む
）や
将
来
の
支
出
が
決
ま
っ
て
い
る

経
費（
分
割
で
支
払
う
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
津
南
の
土
地
・
建
物
購
入
な

ど
）、町
職
員
が
い
っ
せ
い
に
退
職
し

た
と
仮
定
し
た
場
合
の
退
職
金（
退

職
手
当
引
当
金
相
当
額
）な
ど
を
合

計
し
ま
す
。こ
の
合
計
額
か
ら
、貯
金

で
あ
る
基
金
現
在
高
や
町
債
現
在
高

に
係
る
交
付
税
措
置
予
定
額
な
ど
を

差
し
引
い
て
実
質
的
な
将
来
負
担
を

算
出
し
ま
す
。本
町
は「
83
．５
％
」と

な
り
ま
し
た
が
、県
内
市
町
村
で
も

低
位
に
あ
り
ま
す
。早
期
健
全
化
基

準
か
ら
み
て
も
低
位
に
あ
り
、健
全
な

水
準
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字

比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負

担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を「
健
全
化

判
断
比
率
」と
呼
び
ま
す
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、こ

れ
ら
健
全
化
判
断
比
率
と
は
別
に
公

営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
と
は
、本
町
の
会
計
で

は「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業
集

落
排
水
」「
病
院
」の
４
つ
の
特
別
会

計
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会
計

を
合
計
し
ま
し
た
が
、資
金
不
足
比

率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額

（
赤
字
額
）の
事
業
の
規
模
に
占
め

る
割
合
を
算
出
し
ま
す
。

　
「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業
集

落
排
水
」の
特
別
会
計
は
黒
字
の
た

め
、資
金
不
足
比
率
は「
無
し
」と
な

り
ま
し
た
。

　
「
病
院
」は
町
か
ら
の
運
営
費
補
助

を
３
億
４
１
７
１
万
円
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、平
成
24
年
度
は
余
剰
額

が
出
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
平
成
24

年
度
は
資
金
不
足
比
率
は「
無
し
」と

な
り
ま
し
た
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全
会
計

の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支

出
）
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

本
町
は
病
院
事
業
会
計
が
黒
字
と

な
り
、
連
結
し
て
全
会
計
の
合
計
も

黒
字
と
な
る
た
め
、
指
標
は
「
無

し
」
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
指
標

実
質
赤
字
比
率

　

国
・
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
財
政
悪
化
を
可
能

な
限
り
早
い
段
階
で
把
握
し
、
財
政
状
態
の
改
善
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
を
目
的

と
し
、
自
治
体
財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
、
平
成
19
年
度
決
算
か
ら
財
政
の

新
た
な
指
標
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
指
標
に
は
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
が
定
義
さ
れ
、
２
つ

の
基
準
と
の
比
較
で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
ら
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政
再
生
基
準
を
超
え

た
ら
財
政
再
生
計
画
の
策
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
強
制
力
や

総
務
大
臣
の
関
与
が
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

15％以上だと

20％以上だと

25％以上だと

350％以上だと

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率
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5 広報 平成25年10月号

項目別一人当り金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに
広域連携・交流・地域づくりなどに
税金の賦課徴収に
戸籍住民基本台帳管理に
選挙・統計・監査に

4億 3478万円
4288万円
5340万円
3684万円
2652万円

40,344円
3,979円
4,955円
3,418円
2,460円

民
生
費

障害者等の社会福祉に
保育所運営等のこどもの福祉に
お年寄りの福祉に

4億 7729万円
5億4719万円
5億1868万円

44,288円
50,774円
48,128円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに
ごみ・し尿の処理に
簡易水道施設の償還等に
津南病院の整備などに

2億 7826万円
1億3020万円

1603万円
3億5385万円

25,820円
12,082円
1,487円
32,834円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに
林業振興・林道整備などに

6億 4865万円
3034万円

60,188円
2,815円

商
工
費

商工の振興に
観光の振興に

1億 4392万円
1億4825万円

13,355円
13,756円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に
道路除雪に
河川の管理に
下水道整備に
町営住宅の建設・管理に

2億 7139万円
1億7101万円

1116万円
2億1033万円

1433万円

25,182円
15,868円
1,036円
19,516円
1,330円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに
小学校教育に
中学校教育に
生涯学習・公民館活動・文化財などに
スポーツの振興に

6473万円
1億8744万円

8662万円
3億7974万円
3億8088万円

6,006円
17,392円
8,038円
35,237円
35,342円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 4億 7138万円 43,739円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 3億 2384万円 30,049円

議　会　費 議会活動に 9403万円 8,725円

災害復旧費 災害の復旧に 4億 2310万円 39,259円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 5306万円 4,923円

■ 町民一人当たりに使われたお金は
※平成25年4月1日現在の
　人口10,777人で換算 65万2,325円

町民一人あたり
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広報 6平成25年10月号

歳 入
26億1,678万円

十日町市
13億4,661万円
（51.5％）

分
担
金及
び負

担金 61.8％　　　 

国庫支出金
1,422万円（0.6％）

繰越金
6,852万円（2.6％）

県支出金
5,547万円（2.1％）

諸収入
1,386万円（0.5％）

組合債
8億4,370万円
（32.3％）

※債り換え分を含む
その他

360万円（0.1％）

津南町
2億7,080万円（10.3％）

25億3,516万円
歳 出

常備消防費
10億7,557万円
（42.4％）

非常備消防費
2億2,642万円（8.9％）

消防施設費
1億1,856万円（4.7％）

消防再編計画事業費
4,258万円（1.7％）

公債費
10億4,746万円
（41.3％）

※債り換え分を含む

その他
2,457万円
（1.0％）

　　消防費
 57

.7％

財
産
の
状
況

借
金
の
状
況

　

町
の
財
産
に
は
役
場
庁
舎
や
学

校
・
保
育
所
な
ど
土
地
・
建
物
の
不
動

産
の
ほ
か
、山
林
の
立
木
、町
内
６
箇

所
の
温
泉
権
、株
券
な
ど
の
有
価
証

券
や
貸
付
金
・
出
資
金
な
ど
に
よ
る

権
利
、貯
金
で
あ
る
基
金
、車
両
や
事

務
機
器
な
ど
の
備
品
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー

ク
津
南
ス
キ
ー
場
敷
地
の
取
得
が
あ

り
、土
地
の
面
積
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

消
防
業
務
な
ど

　

町
債
と
は
、町
が
事
業
を
行
う
と
き
、

歳
入
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、長
期
間

お
金
を
借
り
る
こ
と
に
よ
り
負
う
債
務

で
す
。町
の
借
金
で
す
が
、そ
の
元
利
償

還
金
に
つ
い
て
は
災
害
復
旧
の
た
め
の

借
金
が
95
％
、過
疎
対
策
の
た
め
の
借

金
が
70
％
、下
水
道
整
備
の
た
め
の
借

金
が
50
％
な
ど
と
種
類
に
よ
り
率
は
異

な
り
ま
す
が
、後
年
度
に
地
方
交
付
税

で
措
置
さ
れ
ま
す
。町
の
全
会
計
の
年

度
末
残
高
は
１
２
７
億
８
４
３
万
円

で
、町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

１
１
８
万
円
に
な
り
ま
す
。

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,925,430㎡ 2.2％
建　　　物 127,838㎡ 0.0％

山
林

面　　　積 2,041,755㎡ 0.0％
立　　　木 16,396㎡ 0.0％

物　　　権（温泉権） 6件 0.0％
有価証券 1億 5,985 万円 0.0％
貸　付　金 3億 1,764 万円 3.7％
出資による権利 1億 8,779 万円 0.5％

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0％
山林立木 26,410㎥ 0.0％

預　　　金　　 25 億 2,272 万円 -0.9％
備　　　品 車輌・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 51億 4,512 万円 10.4％

簡易水道特別会計 5億 2,905 万円 21.0％
下水道事業特別会計 39億 9,261 万円 -4.1％

農業集落排水事業特別会計 29億 2,218 万円 -4.9％
津南病院事業会計 1億 1,947 万円 -6.6％
合　　　　　　　計 127 億 843 万円 2.0％

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

十
日
町
市
、
津
南
町
が
資
金
を
出
し

合
っ
て
消
防
や
家
畜
指
導
診
療
所
な

ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
一
部
事
務

組
合
で
す
。

　

消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら
支

出
し
て
い
ま
す
。

一 般 会 計

９月に行われた消防演習の様子
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7 広報 平成25年10月号

歳 入
4億4281万円

塵芥・し
尿

処
理
組
合
費
 6
0
.4
％
　

組合費 7
0.2

％

津南町
1億3021万円
（29.4％）

十日町市
9822万円
（22.2％）

栄村
3902万円
（8.8％）

斎場組合費
4335万円
（9.8％）

繰越金
4105万円
（9.3％）

諸収入
2675万円
（6.0％）

繰入金
2200万円（5.0％）

手数料
2319万円
（5.2％）

使用料及び
手数料
4216万円
（9.5％）

使用料
1897万円
（4.3％）

財産収入
5万円（0.1％）

歳 出
3億9626万円
衛生費 68.5％

塵芥処理費
1億2746万円
（32.2％）

じんかい

し尿処理費
6758万円
（17.1％）

公債費
8948万円
（22.6％）

総務費
3536万円
（8.9％）議会費

18万円（0.1％）

清掃
総務費
5844万円
（14.7％）

斎場費
1776万円
（4.5％）

納
税
通
知
書
発
送

　
　

⬇

督
促
状
発
送

　

督
促
状
発
送
や
電
話
・
文
書
に
よ
る
催
告
に
よ

り
自
主
納
付
を
促
し
ま
す
。

　

本
税
に
督
促
手
数
料
百
円
・
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
ま
す
。延
滞
金
は
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
日

ま
で
の
日
数
に
応
じ
、税
額
に
次
の
割
合
で
計
算

し
た
金
額
で
発
生
し
ま
す
。

・
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月
（
保
険
料
の
場
合

は
３
カ
月
）
経
過
す
る
日
ま
で　

年
４
．３
％

・
そ
れ
以
降　

年
14
．６
％

※
割
合
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
税
制
改
正
に
よ
り

変
更
に
な
り
ま
す
。

　
　
⬇

財
産
差
押（
預
貯
金
、給
与
、保
険
等
）

　

督
促
状
発
送
後
十
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
そ

の
督
促
に
係
る
町
税
等
が
完
納
さ
れ
な
い
と
差
押

え
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

⬇

換
価
・
充
当

　

差
押
え
た
預
貯
金
や
給
与
は
滞
納
金
額
に
充
当

さ
れ
ま
す
。

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・
旧
松

之
山
町
の
区
域
）・
栄
村
の
３
市
町
村
で
構

成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等
の
共
同
処
理

を
行
っ
て
い
る「
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
」

の
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［年間利用実績］

斎　　場　316件（内：津南町190件）前年度比1.3％増

 　※火葬１件当たりの経費：64,323円（公債費等を除く）

ゴミ処理　ゴミ搬入量：7,584トン（内：津南町4,068トン）前年度比11.2％増

燃えるごみ 6,093トン 埋立ごみ 99トン
資源ごみ 252トン 古紙 750トン
空びん 246トン ペットボトル 41トン空　缶 103トン 白色トレイ

 　※ゴミ１トン当たりの処理経費：22,364円（公債費等を除く）

し尿処理　総搬入量：7,019㎘（内：津南町2,767㎘）前年度比10.6％減

 　※１㎘当たりの経費：12,635円（公債費等を除く）　　　　　

町
税
等
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

　

教
育
や
福
祉
、消
防
や
ご
み
の
収
集
な
ど
、生
活
に
欠

か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
町
税
等
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

税
務
町
民
課
税
務
班　
　
　
　

℡
７
６
５–

３
１
１
３

 STOP！滞納

財
産
差
押
と
は

　

督
促
状
・
催
告
な
ど
に
よ
っ
て
も

納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
金
融
機
関

へ
の
預
金
調
査
や
勤
務
先
へ
の
給
与

調
査
、
取
引
先
へ
の
売
掛
金
調
査
等

を
行
い
、財
産
を
差
押
え
ま
す
。

　

ま
た
、差
押
え
・
調
査
内
容
に
よ
っ

て
は
滞
納
者
の
社
会
的
信
用
を
失
い

か
ね
ま
せ
ん
。滞
納
と
な
っ
て
い
る

町
税
等
が
あ
れ
ば
至
急
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

す
ぐ
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
た
は
、事
前
連
絡
の
上
、必
ず
来
庁

し
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。生
活

状
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
う
え

で
、完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

町
税
等
の
滞
納
は
、町
の
財
政
を

圧
迫
し
、サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
を
招

き
か
ね
ず
、ま
た
、期
限
内
納
付
を
さ

れ
て
い
る
大
多
数
の
優
良
納
税
者
と

の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、町
で
は
滞
納
処
分
を

実
施
し
、ま
た
悪
質
滞
納
者
は
、県
と

協
働
し
徴
収
を
行
う「
新
潟
県
地
方

税
徴
収
機
構
」に
引
継
ぎ
、滞
納
を
減

ら
す
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

※
町
税
等　

町
税
の
ほ
か
国
民
健
康

保
険
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、及
び
保
育
料
の
滞
納

に
は
国
税
徴
収
法
の
規
定
が
準
用
さ

れ
ま
す
。
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

歳
末
慰
問
金
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
講
座
に

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

料
理
店
の
味
に
近
づ
け
る
か
な
？

お
手
軽
料
理
教
室
参
加
者
募
集
！

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
ご
案
内

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
年
末
に
行
な
っ

て
い
る
「
歳
末
慰
問
事
業
」
は
、
今
年
度
一
部

取
扱
い
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑴
歳
末
慰
問
事
業
の
支
援
内
容

　

次
の
条
件
を
満
た
す
世
帯
に
対
し
て
一
律
慰

問
金  

５
，
０
０
０
円
を
給
付
し
ま
す
。

※
但
し
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
実
績
額
に

よ
り
金
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑵
右
事
業
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　

基
準
日
11
月
１
日
現
在
津
南
町
に
居
住
し
、

町
民
税
非
課
税
の
生
活
困
窮
世
帯
で
左
記
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

・
70
歳
以
上
で
、
６
ヶ
月
以
上
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
者
が
い
る
。

・
障
害
者
手
帳
所
持
す
る
者
が
い
る
。

・
18
歳
以
下
の
被
扶
養
者
を
有
す
る

・
母
子
・
父
子
世
帯
で
、
他
に
同
居
家
族
が
い

な
い
こ
と
。

・
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

■
そ
の
他

※
基
準
日
に
生
活
保
護
受
給
、
或
い
は
施
設
入

所
や
入
院
（
６
ヶ
月
以
上
）
で
不
在
の
世
帯

は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

⑶
右
事
業
の
支
援
を
受
け
た
い
方
は
所
定
の
申

　

公
民
館
で
は
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

『
楽
し
さ
を
共
有
し
よ
う
』
を
テ
ー
マ
に
、
誰

で
も
楽
し
め
る
よ
う
な
遊
び
や
音
楽
を
通
じ
て

の
子
育
て
支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容

○
第
一
回　

11
月
16
日
㈯

　

～
Ｕ
Ｎ
Ｏ
（
ウ
ノ
）
で
ガ
チ
ン
コ
勝
負
～

　

賞
品
あ
り

・
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
江
村
大
輔
さ
ん

・
定
員
50
名

・
時
間　

午
前
10
時
か
ら
12
時
ま
で

○
第
二
回　

11
月
28
日
㈭

　

～
み
ん
な
で
歌
っ
て
踊
り
ま
し
ょ
う
～

・
講
師　

ボ
イ
コ
・
ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ
さ
ん

　
　
　
　

指
揮
者
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
歌
手

・
定
員
50
名

・
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で

　

シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
曲
や
日
本
の
懐
か
し
い

歌
・
世
界
の
民
謡
な
ど
演
奏
を
聴
い
た
り
、歌
っ

た
り
し
ま
し
ょ
う
。

○
第
三
回　

12
月
10
日
㈫

　

町
公
民
館
で
は
、地
元
の
飲
食
店
の
店
長
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り「
だ
れ
で
も
で
き
る
！
お
手

軽
お
料
理
教
室
」を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

《
第
一
回
目
》

■
日　

時　

11
月
６
日
㈬
午
後
７
時
～
９
時

■
講　

師　

新
屋（
あ
た
し
ゃ
）の
山
田
翔
太
さ
ん

■
内　

容　

一
品
料
理
を
２
品

　
（
メ
ニ
ュ
ー
は
お
楽
し
み
に
…
）

■
参
加
費　

１
，０
０
０
円（
材
料
費
）

■
持
ち
物　

出
刃
包
丁

《
第
二
回
目
》

■
日　

時　

11
月
12
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時

■
講　

師

　

ぐ
る
め
か
ん
大
勝
の
大
平
雄
樹
さ
ん

■
内　

容

　

魚
を
さ
ば
い
て
一
品
料
理
を
作
り
ま
す
。

■
参
加
費　

２
，０
０
０
円（
材
料
費
）

《
一
回
目
・
二
回
目
共
通
事
項
》

■
場　

所

　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー　

調
理
室（
昨
年
ま

で
の
会
場
と
異
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

■
申
込
先

　

10
月
31
日
㈭
ま
で
に
町
公
民
館（
電
話

　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ

る

”ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
“
に
ち
な
み
世
界
各
地

の
名
所
が
フ
ル
ー
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　

十
日
町
地
域
で
も
コ
モ
通
り
や
駅
通
り
が
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
い
つ
も
と
違
っ
た
街

並
み
を
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

平
成
25
年
11
月
９
日
㈯

　
　
　
　

18
時
～
（
受
付
15
時
30
分
～
）

■
集
合
場
所　

十
日
町
市
役
所　

本
庁
分
庁
舎

７
６
５
‐
３
１
３
４
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

～
笑
い
の
あ
る
子
育
て
談
義
～

・
講
師　

す
こ
や
か
教
育
指
導
主
事　

富
澤
惠

子
さ
ん
（
特
別
講
師
落
語
羽
鳥
さ
ん
）

・
定
員
30
名

・
時
間　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

【
共
通
事
項
】

■
対
象
者

　

町
内
の
幼
児
・
小
中
学
生
を
も
つ
祖
父
母
・

親
・
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
人

■
会
場　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
方
法

　

文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
７
６
５
‐
３
１
３
４
）

■
申
込
締
切
日

　

第
一
回
目
は
、
11
月
８
日
㈮
ま
で　

　

二
回
目
以
降
の
締
切
り
は
、
開
催
日
の
一
週

間
前
の
締
切
り
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
以
降
に
４
回
目
の
講
座
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
お
楽
し
み
に
…

■
申
込
方
法　

左
記
ま
で
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

十
日
町
保
健
所

　

℡
７
５
７
‐
２
４
０
１

■
申
込
み
締
切　

11
月
５
日
㈫



9 広報 平成25年10月号

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

「
津
南
健
康
学
習
塾
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

農
地
の
貸
し
借
り
は

　
農
業
委
員
会
に
届
出
を
!!

愛
好
者
の
力
作
・
労
作
が
ず
ら
り
勢
ぞ
ろ
い
！

第
57
回
津
南
町
美
術
展
開
催
！

ア
ミ
ュ
ー
ズ
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

～
ク
ラ
シ
ッ
ク
入
門
！
木
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
～

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

【
大
船
団
地　

１
戸（
３
階
）】

■
構
造　

昭
和
55
年
建
設　

中
層
耐
火
構
造
４
階
建

■
面
積
及
び
間
取
り

　

66
・
７
㎡
／
３
間（
和
室
）
／
Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／
浴
室

■
家
賃　

所
得
に
応
じ
て
設
定

■
敷
金　

１
か
月
分

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
所
得
が
１
か
月
15
万
８
千
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

こ
と
。

④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法

　
「
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建
設
課
土
木
班

に
あ
り
ま
す
）を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
場

で
担
当
職
員
と
面
接
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　

平
成
25
年
11
月
７
日
㈭

■
入
居
日　

平
成
25
年
11
月
18
日
㈪

　

食
生
活
の
乱
れ
や
運
動
不
足
な
ど
に
伴
い
、

生
活
習
慣
病
が
増
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
町
民

の
み
な
さ
ん
が
健
康
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

自
ら
実
践
で
き
る
よ
う
「
津
南
健
康
学
習
塾
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

11
月
～
２
月
ま
で
の
８
回
コ
ー
ス

※
１
回
目
は
、
11
月
５
日
㈫
で
す
。

　

全
日
程
は
１
回
目
に
お
渡
し
し
ま
す
。

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で

　
（
受
付
：
午
後
１
時
15
分
～
）

■
会
場　

津
南
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

和
室
（
２
階
）

■
対
象
者　

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方 

20
名

■
内
容　

医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
理
学
療

法
士
、
管
理
委
栄
養
士
、
臨
床
検
査
技
師
等
、

身
近
な
町
立
津
南
病
院
の
先
生
方
が
講
師
を
務

め
、
健
康
づ
く
り
や
町
立
病
院
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
講
話
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
先
及
び
申
込
期
限

　

10
月
31
日
㈭
ま
で
に
福
祉
保
健
課
健
康
班
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課
健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う
際
は
、
農
業
委
員

会
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

貸
主
と
借
主
が
お
互
い
に
、
賃
借
料
は
い
く

ら
で
、
い
つ
ま
で
貸
し
借
り
を
す
る
か
を
明
確

に
し
て
お
く
こ
と
で
農
地
ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
11
月
１
日
か
ら
、認
定
農
業
者
へ
農
地

を
貸
し
出
す
際
、
土
地
の
登
記
簿
謄
本
の
添
付

を
省
略
し
ま
し
た
の
で
、
手
続
き
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
漏
れ
落
ち
な
く
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
農
業
委
員
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
３

　

第
57
回
津
南
町
美
術
展
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
開
催
期
間

　

10
月
29
日
㈫
～
11
月
６
日
㈬

■
展
示
作
品

　

町
内
の
美
術
愛
好
家
の
皆
さ
ん
の
作
品

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

　

木
管
五
重
奏
団「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
・
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
」に
よ
る「
ク
ラ
シ
ッ
ク
入
門
！
木
管
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

　

木
管
が
奏
で
る
美
し
い
音
色
で
、「
名
曲
世
界

旅
行
」へ
お
連
れ
し
ま
す
。皆
さ
ま
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
25
年
11
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時　

開
場　

午
後
１
時
30
分　

開
演

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

■
入
場
料

　

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

　

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

■
出
演
者

　

木
管
五
重
奏
団「
ア
ミ
ュ
ー
ズ・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
」

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
お
問
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
き
、
町
長
が
決
定
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
土
木
班　

☎
７
６
５
‐
３
１
１
６

請
書
（
地
区
民
生
委
員
か
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
、
地
区
民
生
委
員
へ

本
年
11
月
12
日
（
期
限
厳
守
）
ま
で
に
提
出
く

だ
さ
い
。

（
詳
細
は
）
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
☎
７
６
５
‐
３
７
７
４

《精神保健講座》
ちょっと気になる症状…誰でも発症の危険がある

「うつ病ってどんな病気？」
〜誰でも発症の危険があります。原因と対処方法について〜
・日　時　11月6日㈬　午後1時30分～3時30分
・会　場　津南町役場　3階　大会議室
・内　容　講演会　『うつ病ってどんな病気？』
　「やる気がおこらない」「気持ちが沈む」「何をしてい
ても楽しくない」「夜眠れない」等、誰でも起こりうる
症状の原因と対応方法について解りやすく解説
・講　師　山下メンタルクリニック　院長：山下正廣　先生
◎問合せ先　津南町役場福祉保健課健康班
　　　　　　℡ 765-3114
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 敬老の日
— 9月16日　町敬老式　文化センタ —

 秋晴れの日に
— 10月14日　第32回町民歩けあるけ大会 —

 守るべきもののために
— 9月16日　台風18号と津南町消防団 —

 不便さや、暗さを楽しむイベント
— 9月28日・29日　焔(ほむら)祭 —

　町の敬老式には 560 名が参加されました。最高齢は橋野
ハヤさん 107 歳。当日は台風がきていましたが、無事に挙行
されました。

　天候に恵まれた体育の日に町民歩けあるけ大会が行われま
した。
　今回は旧三箇小学校をスタートに全長 10 キロを歩くコー
ス。普段、車で通ったときに見るのとは、ひと味違った風景に、
参加者の足取りもかろやかでした。

　防災訓練・消防演習を行った次の日に、台風 18 号が津南
町を襲いました。住宅の床下浸水７件のほか農地や道路が
崩れるなど被害がありました。全国的に死傷者が出る中、消
防団の活躍などで被害は最小限に抑えられました。

　豊穣を祈る祭、「焔
ほむら

祭」がなじょもんで行われました。
町内外から 400 人が参加し、街灯ひとつない縄文の夜を楽
しみました。
　ステージは自然を生かし稲架（はさ）木で作られており、
刈り取った稲の香りがする中、参加者は佐渡の鬼太鼓や
ジャンベなどの演奏を楽しんでいました。

↑金婚の祝いを受け取る受賞者

↑紅葉シーズン間近。みなさんも歩いてみませんか？

↑15日に行われた消防演習の様子（中津小学校）

↑土嚢を積み水路からあふれた水を逃がす消防団員（卯ノ木地区）

↑火を囲い、音楽や食事を楽しむ参加者たち

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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物
取
ら
れ
妄
想
と
は
？

津
南
病
院　

作
業
療
法
士　

田
辺
ま
ゆ
み

　
み
な
さ
ん
は
「
物
取
ら
れ
妄
想
」
と
い
う
言
葉
、

ご
存
知
で
す
か
？
「
こ
こ
に
置
い
て
お
い
た
財
布

が
な
い
！
お
前
取
っ
た
だ
ろ
う
！
」
な
ど
と
い
っ

た
、
実
際
に
は
取
ら
れ
て
い
な
い
の
に
「
物
を
取

ら
れ
た
」
と
思
い
こ
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
す
。
初

期
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
方
に
多
い
妄

想
で
す
。
な
ぜ
認
知
症
の
方
は
こ
の
よ
う
な
発
言

を
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　
認
知
症
に
な
る
と
、
ま
ず
脳
の
新
し
く
体
験

し
た
こ
と
を
覚
え
る
能
力
を
司
る
「
海
馬(

か
い

ば)

」
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
障
害
さ
れ
ま
す
。
海

馬
の
機
能
が
低
下
す
る
と
、
つ
い
先
程
の
出
来
事

を
覚
え
て
い
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
す
る
と
、

脳
が
な
ん
と
か
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
よ
う
と
、「
財

布
が
な
い
」
→
「
取
ら
れ
た
か
ら
だ
」
と
、
自
分

で
解
釈
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
懸
命
に
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、

あ
ら
ぬ
疑
い
を
か
け
ら
れ
不
愉
快
に
思
わ
れ
て
し

ま
う
と
思
い
ま
す
が
、
物
取
ら
れ
妄
想
に
限
ら
ず
、

認
知
症
の
問
題
行
動
と
呼
ば
れ
る
行
動
や
言
動
の

背
景
に
は
、
な
に
か
し
ら
の
原
因
が
あ
る
も
の
で

す
。
認
知
症
に
関
わ
る
方
に
は
、
こ
の
こ
と
を
少

し
心
に
と
め
て
、
冷
静
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。（
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。）

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
が
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
上
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
控
除
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始
ま

る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合

　

０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
３
０　

＜実施された行事＞
〔９月〕
	22日～24日	 韓国驪州市訪問
	 24日	 町内小学校との懇談会(総務文教常任委員会)
	 26日	 議員定数特別委員会行政視察
	 27日	 十日町地域広域事務組合議会
〔10月〕
	 7日	 全員協議会
	 7日	 総文福祉・産業建設常任委員会
	 11日	 産業建設常任委員会
	 11日	 町建築協議会との懇談会（産業建設常任委員会）
	15日～21日	 住民・議会懇談会
	 17日	 議会報研修会

＜今後予定されている行事＞
〔10月〕
	 23日	 産業建設常任理事会
	 26日	 新潟県町村議長会、正副議長・各委員長・局長研修会
	 28日	 総文常任委員会
	 28日	 十日町地域広域事務組合40周年記念講演会
	 30日	 正副議長・委員長・事務局長研修(新潟市)
〔11月〕
	 5日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会
	 10日	 狭山大茶会
	 13日	 町立津南病院50周年記念講演
	13日～14日	 町村議長全国大会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	 3600日	 板場キヨ（辰ノ口）	
	 2200日	 柳沢　茂（陣場下）	
	 800日	 大倉アサ子（小下里）	
	 600日	 根津ミサ（小下里）	
	 400日	 志賀春信（船山）	
	 300日	 渡辺秀子（正面）	
	 200日	 桑原喜枝（秋成）	

主な運動：ラジオ体操・ウォーキング・健骨体操など

健康体力づくり100日運動

『
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
控
除
証
明
書
』が
発
行
さ
れ
ま
す
。
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本とわたし
−村山 幸司さんから

著者／森絵都　出版／理論社

私
が
紹
介
す
る
本
は
、
森
絵
都
さ
ん

の
「
カ
ラ
フ
ル
」
で
す
。
初
め
て
こ
の
本

を
読
ん
だ
の
は
、
私
が
中
学
生
の
頃
で
す
。

そ
の
時
の
衝
撃
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

姉
が
高
校
の
図
書
室
で
借
り
て
き
た
黄
色

の
表
紙
の
本
。
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
た

私
は
、
な
ん
と
な
く
そ
の
本
が
目
に
は
い

り
読
み
始
め
る
と
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

し
た
。

こ
の
本
の
主
人
公
は
大
き
な
過
ち
を
犯

し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
は
ず
の
「
ぼ
く
」

で
す
。
そ
ん
な
ぼ
く
の
前
に
天
使
の
プ
ラ

プ
ラ
が
現
れ
、『
抽
選
に
あ
た
り
ま
し
た
。』

と
言
わ
れ
ま
す
。
プ
ラ
プ
ラ
が
言
う
に

は
、
ぼ
く
は
も
う
一
度
人
生
を
や
り
直
せ

る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
た
ら
し
い
の
で

す
。
こ
う
し
て
、
ぼ
く
は
自
殺
し
た
中
学

生
・
小
林
真
の
体
の
中
に
入
り
、
自
分
の

過
ち
を
思
い
出
す
た
め
の
修
行
が
始
ま
っ

た
の
で
す
。
最
初
は
小
林
真
の
人
生
を
楽

し
ん
で
い
た
ぼ
く
だ
っ
た
が
、
実
は
小
林

真
の
人
生
に
は
大
き
な
問
題
が
隠
さ
れ
て

カラフル
紹介する本

滝沢もえみさん（赤沢）

弥生 ―Ma r c h―

朝井リョウ／著　　集英社

「世界地図の下書き」

　施設で暮らす子どもたち。大切な人との別れの日に４
人の小学生が計画した「作戦」とは？

　

朝
晩
と
冷
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
激
し
い
気
温
差
に
体
調
を
崩
し
て
い

る
か
た
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
薄
手
と
厚
手
の
２
枚
の
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
を
用
意
し
て
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う

対
策
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な

対
策
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

さ
て
、
今
月
の
１
冊
で
ご
紹
介
し
た
本

は
『
桐
島
、
部
活
や
め
る
っ
て
よ
』
で
有

名
な
直
木
賞
受
賞
作
家
、
朝
井
リ
ョ
ウ
氏

の
最
新
作
で
す
。
そ
し
て
な
ん
と
こ
の
小

説
、
津
南
町
観
光
協
会
が
取
材
協
力
し
て

い
る
の
で
す
。
津
南
雪
ま
つ
り
で
飛
ば
す

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
に
つ
い
て
取
材
を
受
け

た
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
小
説
に
登

場
す
る
の
か
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
目
で
確
か

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　

　

津
南
町
が
関
わ
っ
て
い
る
本
や
津
南
町

が
登
場
す
る
本
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
請
求
記
号
の
前

に
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｎ
の

「
Ｔ
」
と
表
記
さ
れ
、

ピ
ン
ク
色
の
シ
ー
ル

が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
図
書
室
で「
Ｔ
」

マ
ー
ク
の
本
を
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
の
２
週

間
は
第
67
回
読
書
週
間
で
す
。
今
年
の
標

語
は
「
本
と
旅
す
る　

本
を
旅
す
る
」
で

す
。
こ
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
、
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
本
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
１
冊
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
』

モ
ー
リ
ス
・
セ
ン
ダ
ッ
ク
／
さ
く

じ
ん
ぐ
う
て
る
お
／
や
く　
　

冨
山
房

　

こ
の
絵
本
は
当
初
、
大
人
た
ち
か
ら
批

判
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
絶
大
な
支
持
を
得
て
、
ア
メ

リ
カ
で
最
高
の
絵
本
賞
で
あ
る
コ
ー
ル
デ

コ
ッ
ト
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。
作
者
の

セ
ン
ダ
ッ
ク
は
子
ど
も
の
頃
の
記
憶
を
人

並
み
以
上
に
持
っ
て
い
た
た
め
、
子
ど
も

が
ど
の
よ
う
な
物
語
を
好
む
の
か
わ
か
っ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
セ
ン
ダ
ッ
ク
曰い
わ

く

子
ど
も
は
空フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

想
の
世
界
に
入
る
こ
と
に
よ

り
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
子
ど
も
た
ち
は
起
き
て
い
る
と

き
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
非
現
実
と
現
実

と
を
行
き
来
し
て
い
ま
す
。
大
人
が
忘
れ

て
し
ま
っ
た
子
ど
も
の
望
ん
で
い
る
世
界

が
こ
の
絵
本
な
の
で
す
。
子
ど
も
が
ど
ん

な
物
語
を
好
む
の
か
、
ま
た
大
人
は
子
ど

も
の
心
を
思
い
出
す
た
め
に
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、『
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん
』『
指

輪
物
語
』
等
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
夜
長
は
人
々
の
心
を
ひ
き
つ
け
て

や
ま
な
い
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
本
を
読
ん
で
、

本
を
旅
す
る
非
日
常
を
味
わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

10
月
28
日
㈪
・
11
月
25
日
㈪

休
　
館
　
日

第
67
回
読
書
週
間

公 民 館

ウ
T913.6ア

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

10月 −神
か ん

無
な

月
づ き

−
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つ
な
ん
の
文
芸

い
た
の
で
す
。

私
は
夢
中
で
読
み
ま
し
た
。
こ
ん
な
に

も
一
冊
の
本
に
夢
中
に
な
っ
た
の
は
初
め

て
で
し
た
。
世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な

人
が
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
考
え
て
い

て
、
こ
の
世
界
は
一
色
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
色
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
カ
ラ

フ
ル
な
世
界
な
ん
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
作
家
さ
ん
の
他
の
作

品
が
も
っ
と
読
み
た
く
な
り
、
中
学
校
の

図
書
室
で
探
し
た
り
、
先
生
に
お
願
い
を

し
て
新
し
く
入
れ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
ど
う
し
て
も
「
カ
ラ
フ
ル
」
が

欲
し
く
て
自
分
で
買
っ
た
り
、
友
達
の
誕

生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
渡
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

「
カ
ラ
フ
ル
」は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
す
す

め
た
く
な
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
本
で
し
た
。

こ
の
「
カ
ラ
フ
ル
」
は
２
０
１
３
年
に

ア
ニ
メ
映
画
と
し
て
も
話
題
に
な
っ
た
の

で
、
知
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
私
も
最
近
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
見
た
の
で
す

が
、
原
作
と
同
じ
く
ら
い
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。
本
を
読
む
こ
と
が
苦
手
な
人
は
、

映
画
を
見
て
か
ら
原
作
を
読
ん
で
み
る
の

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
今
年
の
秋
は

読
書
の
秋
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
は
南
雲
保
奈
美
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

ひ
と
と
び
に
時と

き

越こ

え
心

こ
こ
ろ

は
我わ

が
過か

こ去
へ

　
　
金き

ん
も
く
せ
い

木
犀
の
香か

お

り
と
と
も
に	

貝
澤
　
圭
子

広ひ
ろ

が
れ
る
空そ

ら

の
青あ

お

さ
に
吸す

い
こ
ま
れ

　
　
宙そ

ら

に
吾わ

が
あ
る
心こ

こ

ち地
に
な
り
ぬ	

関
谷
　
郁
子

駅
前
の
芝し

ば

の
広
場
の
草
刈
あ
と

　
　
捩ね

ぢ
ば
な花
の
み
が
残
さ
れ
て
を
り	

恩
田
　
久
美
子

ニ
ガ
ウ
リ
の
葉は

群ぐ
ん

に
夕
日
射さ

し
及お

よ

び

　
　
風
に
光
の
影
の
揺
ら
ぎ
ぬ	

丸
山
　
直
子

迢
ち
ょ
う

空く
う

の
歌か

ひ碑
の
廻め

ぐ

り
の
楪

ゆ
づ
り
は

を

　
　
初
夏
の
朝

あ
し
た

の
風
吹
き
抜
け
る	

小
野
寺
　
恒
代

暑
き
夏
め
ぐ
れ
ば
母
の
思
は
る
る

　
　
蚊か

い
ぶ
し
た
て
て
草
を
抜ぬ

き
ゐい

き	

樋
口
　
康
子

枕
ま
く
ら

元も
と

に
塵ち

り

の
ご
と
く
に
置
き
あ
れ
ど

　
　
吾
に
は
大
事
な
メ
モ
の
一い

っ
ぺ
ん片	

内
山
　
キ
ク

手て

鏡
か
が
み

に
白し

ら

が髪
の
混ま

じ

る
顔か

お
う
つ映
る

　
　
母
に
似に

て
来
し
と
ま
じ
ま
じ
見
つ
む	

麻
積
　
初
恵

い
つ
ま
で
の
命
と
思
ふ
わ
が
生た

つ

き活

　
　
緊き

ん

急
き
ゅ
う

連れ
ん
ら
く
さ
き

絡
先
を
書
き
お
く	

滝
沢
　
勝
枝

も
う
秋
の
気け

配は
い

緑
み
ど
り

の
風
船
か
づ
ら

　
　
下
か
ら
順

じ
ゅ
ん

に
赤
く
色
づ
く	

風
巻
　
京
子

暮く

れ
果は

て
し
森
よ
り
響ひ

び

く
梟

ふ
く
ろ
う

の

　
　
声
は
う
つ
た
ふ
る
ご
と
胸
に
沁し

む	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

花
匂に

お

ふ
金き

ん
も
く
せ
い

木
犀
の
枝
切
り
て

　
　
軒の

き

の
迴め

ぐ

り
に
吊つ

る

し
柿
干ほ

す	

鈴
木
　
綾
子

不ふ

な馴
れ
な
る
わ
れ
真し

ん
け
ん剣

に
師
の
歌か

ひ碑
の

　
　
除じ

ょ
ま
く幕

の
式
に
玉た

ま
ぐ
し
さ
さ

串
捧
ぐ	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

長な
が

な
が
と
木こ

陰か
げ

に
昼ひ

る

寝ね

猫ね
こ

一い
っ
ぴ
き匹

　
　
猛も

う
し
ょ暑
乗の

り
切き

り
秋
を
迎む

か

え
ぬ	

富
沢
　
キ
ミ

雷
い
か
ず
ち

の
す
こ
ぶ
る
強つ

よ

く
鳴な

り
渡わ

た

る

　
　
谷た

に
が
わ
だ
け

川
岳
の
湯ゆ

宿や
ど

で
涼す

ず

む	

板
場
　
寛

病や

む
妻つ

ま

が
好こ

の

み
て
読よ

み
し
四
冊さ

つ

の

　
　
相あ

い

田だ

み
つ
を
の
詩し

の
心

こ
こ
ろ

知し

る	

滝
沢
　
義
正

糸い
と
う
り瓜
の
数あ

ま

多た

実み

を
つ
け
夕ゆ

う
だ
ち立
に

　
　
打う

た
れ
て
ご
ろ
ご
ろ
畑

は
た
け

色い
ろ

ど
る	

柳
沢
　
チ
ヨ

熱ね
つ
え
ん演
に
応こ

た

へ
や
る
べ
き
観か

ん

客
き
ゃ
く

の

　
　
数か

ず

今い
ま
ひ
と一
つ
過よ

ぎ

る
悲か

な

し
み
（
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
の
大
冒
険
公
演
）	

島
田
　
眞
之

個
人

子こ

供ど
も

等ら

が
放ほ

う

課か

後ご

授じ
ゅ

業
ぎ
ょ
う

尋た
ず

ね
き
て

　
　
ホ
ー
ム
の
人ひ

と

と
ク
イ
ズ
を
や
り
ぬ	

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

片か
た
あ
し足
の
ば
っ
た
の
足あ

し

を
知し

ら
な
い
か	

渡
　
舟

戒か
い

名
み
ょ
う

の
薄う

す

れ
て
読よ

め
ぬ
墓は

か
あ
ら洗
ふ	

芳
　
司

蝉せ
み

落お

ち
て
一ひ

と
こ
え声
あ
げ
て
果は

て
に
け
り	

酔
　
花

待ま

つ
便た

よ

り
あ
り
窓ま

ど

越ご

し
に
夏な

つ

燕
つ
ば
め	

れ
い
子

秋あ
き

の
蚊か

を
探さ

が

す
独ひ

と

り
の
広ひ

ろ

さ
か
な	

冬
詞
子

畑
は
た
け

よ
り
採と

り
し
も
の
添そ

へ
お
中

ち
ゅ
う

元げ
ん	

妙

名め
い
げ
つ月
や
縄

じ
ょ
う

文も
ん

遺い

跡せ
き

丘お
か

の
上う

え	

東
　
川

緑
り
ょ
く

蔭い
ん

に
三さ

ん
に
ん人
寄よ

り
て
杖つ

ゑ

三さ
ん
ぼ
ん本	

貞

台た
い
ふ
う風

の
後あ

と

く
っ
き
り
と
苗な

へ

場ば

山さ
ん	

房
　
良

新し
ん
ち
く築

の
再さ

い
か
い開

の
音お

と

今け

さ朝
の
秋あ

き	

壽
　
子

草く
さ

刈か

る
や
そ
れ
ぞ
れ
匂に

お

ひ
あ
り
に
け
り	

兎
　
月
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは
⑶
「
施
設
に
泊
ま
っ
て
利
用
す
る
」

○
短
期
入
所
生
活
介
護

　

（
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
）

　

短
期
間
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
、

日
常
生
活
上
の
支
援
や
機
能
訓
練
な
ど
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
恵
福
園　

☎
７
６
５
‐
３
７
０
０

○
短
期
入
所
療
養
介
護

　

（
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
）

　

短
期
間
、
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
、
日
常
生
活
上
の
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
み
さ
と
苑　

☎
７
６
５
‐
３
４
０
０

○
「
施
設
内
で
利
用
す
る
」

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
居
し
て
い
る
高

齢
者
に
、
日
常
生
活
上
の
支
援
や
介
護
を
提
供

し
ま
す
。

「
み
ん
な
の
介
護
保
険
」③

～
介
護
保
険
制
度
の
紹
介
～

☆
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

〈
町
内
事
業
所
〉

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
み
さ
と

　

☎
７
６
５
‐
５
２
１
１

⑷
「
生
活
環
境
を
整
え
る
」

○
福
祉
用
具
貸
与（
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
）

　

日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
の
福
祉
用

具
を
貸
与
し
ま
す
。

　

貸
与
で
き
る
品
目
は
定
め
ら
れ
て
お
り
、
要

介
護
に
よ
り
、
利
用
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
特
定
福
祉
用
具
販
売

　

（
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
）

　

入
浴
や
排
せ
つ
な
ど
に
使
用
す
る
福
祉
用
具

を
購
入
し
た
場
合
に
費
用
を
支
給
し
ま
す
。

　

購
入
対
象
品
目
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
が
指
定
し
た
事
業
所
、
販
売
店
で
購
入
し
た

場
合
に
限
り
、
購
入
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
住
宅
改
修
費
支
給

　

（
介
護
予
防
住
宅
改
修
費
支
給
）

　

手
す
り
の
取
り
付
け
や
段
差
解
消
な
ど
の
住

宅
改
修
を
す
る
際
、
20
万
円
を
上
限
に
費
用
を

支
給
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
工
事
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

工
事
を
始
め
る
前
に
町
へ
の
事
前
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】

　

要
支
援
１
～
２
の
か
た
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
介
護
老
人
福
祉
施
設

　

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
の
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
な
か
た
が
対
象
の
施
設
で
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
恵
福
園　

☎
７
６
５
‐
３
７
０
０

○
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
人
保
健
施
設
）

　

病
状
が
安
定
し
て
い
る
人
が
在
宅
復
帰
で
き

る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
に
重
点
を
お
い
た
介
護
が

必
要
な
か
た
が
対
象
の
施
設
で
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
み
さ
と
苑　

☎
７
６
５
‐
３
４
０
０

○
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　

病
状
が
安
定
し
て
い
る
も
の
の
、
長
期
間
に

わ
た
り
療
養
が
必
要
な
か
た
の
施
設
で
す
。

【
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
】

　

原
則
と
し
て
、
他
の
市
区
町
村
の
か
た
は
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

　

（
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
）

　

認
知
症
の
か
た
を
対
象
に
専
門
的
な
ケ
ア
を

提
供
す
る
通
所
介
護
で
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
つ
な
ん
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
６
５
‐
５
３
２
２

・
デ
イ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り　

　

☎
７
６
５
‐
５
３
３
０

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
か
つ

　

☎
７
６
５
‐
５
８
０
０

・
デ
イ
ホ
ー
ム
い
な
ほ

　

☎
７
６
５
‐
４
７
７
９

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　

（
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
）

　

認
知
症
の
要
介
護
者
が
少
人
数
で
共
同
生
活

し
、
日
常
生
活
の
世
話
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

　

☎
７
６
５
‐
５
３
３
０

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
ゆ

　

☎
７
６
５
‐
３
５
５
７

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
な
ほ

　

☎
７
６
５
‐
４
７
７
９

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　

（
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
）

　

通
所
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
、
利
用
者
の
選
択

に
応
じ
て
訪
問
系
の
サ
ー
ビ
ス
や
泊
ま
り
の

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
多
機
能
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
ケ
ア
ホ
ー
ム
恵
福
園
な
か
つ　

　

☎
７
６
５
‐
５
８
０
０

・
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ム
こ
た
ね　

　

☎
７
６
１
‐
６
７
０
０

・
恵
福
園
ほ
く
ぶ　

☎
７
６
５
‐
５
３
６
１

○
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護

　

定
員
30
人
未
満
の
小
規
模
な
介
護
老
人
福
祉

施
設
で
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
ケ
ア
ホ
ー
ム
恵
福
園
な
か
つ　

　

☎
７
６
５
‐
５
８
０
０

・
恵
福
園
ほ
く
ぶ　

☎
７
６
５
‐
５
３
６
１

　

く
わ
し
く
は
全
戸
に
お
配
り
し
て
あ
り
ま
す

「
津
南
町
介
護
保
険
・
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ

ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
食
欲
の
秋
！
」

な
ぜ
秋
に
な
る
と
食
欲
が
増
え
る
の
か
。

昔
か
ら
「
食
欲
の
秋
」
と
言
わ
れ
、
秋
に

な
る
と
食
欲
が
増
す
と
い
う
人
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
私
も
「
食
欲
の
秋
」
と
言
っ
て
つ

い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

春
に
な
り
気
づ
い
た
こ
ろ
に
は
体
重
が
増
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
。

　

で
は
、
な
ぜ
秋
に
な
る
と
食
欲
が
増
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
に
は
様
々
な
要
因
が

あ
り
ま
す
。

要
因
の
一
つ
目
は
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
と
い
う

神
経
伝
達
物
質
と
の
関
係
で
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン

は
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
役
割
を
し
て
お

り
、
食
欲
の
増
減
に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
セ

ロ
ト
ニ
ン
が
減
少
す
る
と
満
腹
中
枢
が
機
能
し

な
く
な
り
食
欲
を
止
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
日
光
に
あ
た
っ
た
時

間
に
よ
っ
て
分
泌
量
が
決
ま
り
ま
す
。
日
を
浴

び
る
こ
と
が
少
な
い
秋
に
は
、
夏
に
比
べ
セ
ロ

ト
ニ
ン
が
減
少
し
、
食
欲
が
旺
盛
に
な
る
と
い

う
わ
け
で
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
や
す
た
め
に

は
ゆ
っ
く
り
と
睡
眠
を
と
る
こ
と
と
晴
れ
た
日

に
は
太
陽
の
下
で
過
ご
す
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

部
屋
の
電
気
を
い
く
ら
明
る
く
し
て
も
太
陽
の

光
に
は
敵
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
の
解

消
も
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
減
少
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

二
つ
目
の
要
因
は
、
気
温
の
低
下
と
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
で
す
。
秋
に
な
り
気
温
が
低

下
す
る
と
体
温
を
保
つ
た
め
に
基
礎
代
謝
が
上

が
り
ま
す
。
基
礎
代
謝
が
上
が
っ
た
分
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
う
た
め
、
お
腹
が
空
い
て
食
欲
が

増
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

他
に
も
要
因
は
あ
り
ま
す
が
、
い
く
つ
か
の

要
因
が
絡
み
合
っ
て「
食
欲
の
秋
」に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
健
康
を
考
え
る

と
食
べ
過
ぎ
の
生
活
を
続
け
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
食
欲
を
抑
え
る
簡
単
な
方

法
を
紹
介
し
ま
す
。
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を
楽
し
み
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
よ
り
も
毎
日
の
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
で
ス
ト
レ
ス
な
く
食
欲
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
、
味
覚
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

「
健
康
」っ
て
素
晴
ら
し
い
！

座ざ

は覇　

多
恵
さ
ん
（
美
雪
町
）

普
段
、何
気
な
く
過
ご
し
て

い
る
毎
日
の
中
で
、自
分

が「
健
康
」で
あ
る
と
い
う
こ
と

の
あ
り
が
た
さ
や
素
晴
ら
し
さ

に
つ
い
て
、考
え
る
機
会
は
な
か

な
か
無
い
も
の
で
す
。

　

が
、例
え
ば
、体
調
を
崩
し
た

時
や
、怪
我
を
し
て
体
の
自
由

が
利
か
な
く
な
っ
た
時
、改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ

は「
健
康
で
い
る
こ
と
っ
て
、当
た
り
前
の
よ
う

で
、そ
う
じ
ゃ
な
い
。健
康
な
状
態
っ
て
と
っ
て

も
凄
い
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
」と
い
う
こ
と
。普
段

と
同
じ
生
活
が
送
れ
な
く
な
っ
た
時
に
、そ
の

有
難
さ
を
改
め
て
思
い
知
る
こ
と
に
な
る
訳

で
す
。

　

そ
こ
で
、健
康
で
あ
る
状
態
を
ど
う
維
持
し

て
い
く
の
か
を
考
え
、実
践
す
る
こ
と
っ
て
、と

て
も
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

我
が
家
は
、主
人
・
３
歳
の
娘
・
私
の
３
人

家
族
で
、ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
家
族
会
員

に
な
っ
て
い
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
に
行
っ
て
い

ま
す
。有
難
い
こ
と
に
、娘
が
水
を
怖
が
ら
な

い
の
で
、プ
ー
ル
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
な
が

ら
、水
中
で
負
荷
を
か
け
て
歩
い
た
り
、時
に

は
交
代
で
泳
い
だ
り
し
な
が
ら
、気
軽
に
健
康

維
持
を
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す

（
ほ
ぼ
カ
ナ
ヅ
チ
だ
っ
た
私
が
50
ｍ
泳
げ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
！
）。こ
う
し
た
こ
と
で
、

体
力
が
付
い
て
き
て
い
る
実
感
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、私
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
趣
味
な
の

で
、待
ち
に
待
っ
た
冬
に
備
え
、い
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
家
族
総
出（
と
い
っ
て
も
３

人
で
す
が
）の
プ
ー
ル
通
い
と
寝
る
前
の
ス

ト
レ
ッ
チ
を
欠
か
さ
ず
行
い
、健
康
維
持
に

つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

し
て
何
よ
り
、忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な「
健
康

で
あ
る
こ
と
に
感
謝
す
る
気
持
ち
」を
持
ち

な
が
ら
、日
々
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
と
、改
め
て
思
っ
て
い
ま
す
。

座覇さん一家の笑顔・えがお・エガオ

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

北村　知子
保健師
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／
受
診
で
早
期
発
見
！
＼

が
ん
は
30
年
以
上
、
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
で
あ
り
、
死
亡
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
診
断
と
治
療
の
進
歩
に
よ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
治
せ
る
が
ん
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
進
行
し
て
い
く
の
で
、
検
診
で
早
期
に

見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
…
で
は
遅
い
の
で
す
。

　

津
南
町
の
死
亡
原
因
の
統
計
を
見
て
み
る

と
、
平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
、
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）
が
津
南
町
の
死
亡

原
因
の
１
位
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
平
成
22

年
度
の
１
度
だ
け
で
す
。
２
位
で
は
あ
り
ま
す

が
、
１
位
の
心
疾
患
と
は
１
人
し
か
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

が
ん
に
な
る
人
は

限
ら
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、

国
民
の
約
２
人
に
１

人
が
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
る
病
気
で
す
。

他
人
事
と
思
わ
ず
、

が
ん
に
対
す
る
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

津
南
町
で
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
費
用
を
一

部
助
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
の
検
診

は
お
得
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

が
ん
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
が

ん
に
よ
る
死
亡
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
毎
日
の

生
活
習
慣
。
よ
く
た
ば
こ
を
吸
う
人
、
お
酒
を

飲
む
機
会
が
多
い
人
、
濃
い
味
付
け
が
好
き
な

人
…
そ
ん
な
人
は
要
注
意
で
す
。
次
の
12
か
条

で
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
つ
も
の
暮
ら
し
に
、

　
　
　
　
　

が
ん
検
診
を

■
津
南
町
の
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
は
が
ん

■
町
の
検
診
だ
と
お
得
で
す

■
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12
か
条

■
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
、が
ん
検
診
を
受
け
て
い
る
？

１位 ２位 ３位

H19 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患

H20 悪性新生物 心疾患 肺炎

H21 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患

H22 心疾患 悪性新生物 肺炎

H23 悪性新生物 脳血管疾患 心疾患

　

上
記
の
図
１
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
が
ん
検

診
を
受
け
て
い
る
人
は
肺
が
ん
検
診
で
５
割

弱
、
胃
が
ん
検
診
に
い
た
っ
て
は
３
割
に
達
し

て
い
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
受

診
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

図
２
は
肺
が
ん
検
診
の
受
診
率
（
平
成
20
～

24
年
度
平
均
）
を
年
齢
別
に
見
た
も
の
で
す
。

特
に
40
～
50
歳
代
の
受
診
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
働
き
盛
り
の
今
こ
そ
、
検
診
を
受
け
て

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一
、た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

ニ
、他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け
避
け
る

三
、お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

四
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

五
、塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

六
、野
菜
や
果
物
は
豊
富
に

七
、適
度
に
運
動

八
、適
切
な
体
重
維
持

九
、ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治
療

十
、定
期
的
な
が
ん
検
診
を

十
一
、身
体
の
異
常
に
気
が
つ
い
た
ら
す
ぐ
に
受
診
を

十
二
、正
し
い
情
報
で
が
ん
を
知
る
こ
と
か
ら

が
ん
研
究
振
興
財
団「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12
か
条
」よ
り

各種がん検診の費用（H25 年度）

検診費 自己負担
肺がん検診 ¥1,134 ¥300
胃がん検診 ¥4,515 ¥1,000

大腸がん検診 ¥1,680 ¥500
前立腺がん検診 ¥2,385 ¥700

乳がん検診
（40〜49歳） ¥5,240 ¥1,500
（50歳以上） ¥2,646 ¥1,000

子宮がん検診
（頸部） ¥5,933 ¥1,000

（頸部＋体部） ¥10,343 ¥2,500

とってもお得 !!

平
成
25
年
度　

胃
・
大
腸
・
肺
が
ん
検
診

10
月
25
日
㈮
、
26
日
㈯
が
最
終
日
で
す
。

希
望
す
る
方
で
申
し
込
み
を
さ
れ
て
な
い

方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
祉
保
健
課
健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

図１図２

※ 75 歳以上の方は前立腺がんを除く
　すべての検診が無料となります。
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いこう
で

いこう
で

猿
田
彦
大
神

猿
田
彦
大
神
は
ど
う
い
う
神
様
な
の
か
。ど
ん

な
容
姿
を
し
て
い
る
の
か
と
、よ
く
問
わ
れ
ま
す
。

猿
田
彦
大
神
は
、「
背
が
高
く
、大
き
な
鼻
を

持
ち
、赤
ら
顔
の
、眼
光
の
鋭
い
神
様
で
あ
る
。眼

力
で
諸
神
を
恐
れ
さ
せ
る
絶
大
な
力
を
持
っ
た

神
様
で
す
が
、国
の
統
治
者
と
な
る
天
孫
一
行
が

高
天
原
か
ら
降
臨
し
て
く
る
と
、わ
ざ
わ
ざ
天
の

八
衢
の
交
差
点
で
一
行
を
待
ち
受
け
、道
案
内
を

務
め
ま
す
」と
、答
え
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

『
古
事
記
』に
よ
り
ま
す
と
、「
爾こ
こ

に
日ひ

子こ

番ほ

能の

邇に

に邇
藝ぎ
の

命み
こ
と

、天あ
ま

降お

り
ま
さ
む
と
す
る
時
に
、天

の
八や
ち
ま
た衢

に
い
て
、上
は
高た
か

天ま
が

原は
ら

を
光て
ら

し
、下
は
葦あ
し

原は
ら

中な
か

国つ
く
に

を
光
す
神
、是
に
有
り
。」（
以
下
略
）と
、

『
古
事
記
』に
記
さ
れ
て
あ
る
天て
ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

の
一
節

で
す
。天
孫
降
臨
と
い
う
の
は
、天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

の

孫
の
邇に

邇に

藝ぎ
の

命み
こ
と

が
高
天
原
か
ら
豊と
よ

葦あ
し

原は
ら

中な
か

国つ
く
に

に

降
り
て
く
る
時
、高
天
原
と
豊
芦
中
国
の
分
か

れ
道
に
眼
光
の
鋭
い
神
様
が
い
て
、邪
魔
を
し
て

い
ま
す
。邇
邇
藝
命
は
、天あ
め

宇の
う

受ず
め

売の

神か
み

を
呼
ん
で

「
あ
な
た
は
手た

よ

わ

め

弱
女
人
で
あ
る
け
れ
ど
、抵
抗
す

る
神
に
勝
つ
神
で
あ
る
。だ
か
ら
、あ
な
た
が
行
っ

て
、邇
邇
藝
命
が
降
臨
す
る
の
に
ど
う
し
て
お
前

は
道
で
邪
魔
す
る
の
か
と
問
い
な
さ
い
」と
話
し

ま
し
た
。

天
宇
受
売
神
は
八
衢
に
立
つ
神
に
問
い
た
だ

し
ま
す
と「
私
は
国
つ
神
で
猿
田
彦
と
申
し
ま
す
。

こ
こ
に
居
る
の
は
邇
邇
藝
命
の
通
る
道
の
邪
魔

を
す
る
た
め
で
は
な
く
、豊
芦
原
中
国
ま
で
、道

案
内
を
す
る
た
め
に
お
待
ち
し
て
い
ま
し
た
」と
、

話
さ
れ
ま
し
た
。

『
古
事
記
』の
天
孫
降
臨
の
神
話
は
こ
こ
で
終
っ

て
い
ま
す
が
猿
田
彦
大
神
の
輪
郭
が
つ
か
め
た

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、『
日
本
書
紀
』の
猿
田
彦
大
神
の
像
容

は
、鼻
の
長
さ
は
七
咫あ
た

、背
の
高
さ
は
七
尺さ
お

余
り
、

眼
は
八や

咫た
の

鏡か
が
み

の
よ
う
で
、丸
く
照
り
輝
き
、口
の

両
脇
は
明
る
く
輝
い
て
い
る
大
男
の
神
で
あ
る
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。天
孫
は
無
事
筑
紫
の
日ひ
ゅ
う
が向

の

高
千
穂
の
峰
に
い
た
り
ま
す
。ま
た
、猿
田
彦
大

神
は
天
宇
受
売
神
と
と
も
に
伊
勢
の
五
十
鈴
川

の
川
上
に
至
り
、夫め
お
と婦

に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、猿
田
彦
大
神
は
伊
勢
神
宮
と
の
関

係
が
深
く
、現
在
も
伊
勢
神
宮
に
は
猿
田
彦
神

社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

先
導
の
神
と
し
て
の
猿
田
彦
大
神
は
、祭
礼
の

神し
ん

幸こ
う

祭さ
い

の
先
導
役
と
し
て
高
鼻
の
赤
い
面
を
つ

け
て
登
場
す
る
の
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
神
様
で

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、全
国
各
地
に「
道
の
神
」と

し
て
祀
ら
れ
て
も
い
ま
す
。

津
南
町
に
は
、上
郷
・
外
丸
・
秋
成
・
下
船
渡
地

区
に
６
体
の
猿
田
彦
の
文
字
塔
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
も
ち
食
感
！
韓
国
餅
の
ト
ッ
ポ
ッ
キ

お
い
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
お
い
で
よ
♪

Tap（タップ）始動
Tａｐの活動は体を動かす事業だけでは

ありません。心を落ち着かせて趣味を見
つけてみませんか？

猿田彦大神

津南町　外丸

　

秋
の
収
穫
作
業
が
終
わ
り
い
よ
い
よ
晩
秋
。

も
ち
米
の
収
穫
と
と
も
に
冬
期
へ
向
け
て「
餅
」

を
つ
き
始
め
る
ご
家
庭
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
韓
国
餅
の
ト
ッ
ポ
ッ
キ
を
使
っ
て
料

理
教
室
を
行
い
ま
す
。
ト
ッ
ポ
ッ
キ
は
韓
国
屋

台
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
で
子
ど
も
や
女
性
に
も
人

気
だ
と
か
。
さ
て
、
そ
の
お
味
は
？
日
本
の
餅

と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
食
感
の
ト
ッ
ポ
ッ
キ
で

い
っ
し
ょ
に
レ
ッ
ツ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
！
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時　

11
月
20
日
㈬
19
時
～
21
時

■
会　

場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

　

一
般　

１
人
１
，
０
０
０
円
（
材
料
費
込
）

　

会
員　

チ
ケ
ッ
ト
１
枚
＋
５
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

■
申
込
み
締
切　

11
月
13
日
㈬
ま
で

　

昨
年
開
催
し
た

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
を
大
好
評

に
よ
り
今
年
も
行

い
ま
す
。
10
月
に

な
る
と
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
グ
ッ
ズ
が

販
売
さ
れ
て
い
る

の
を
見
か
け
ま
す

が
、「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
っ
て
い
っ
た
い

何
？
」
と
思
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

当
日
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
話
は
も
ち
ろ
ん
、
会

場
内
の
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
も
行
い
ま

す
。
そ
の
後
は
商
店
街
へ
Ｇ
Ｏ
！
仮
装
を
し
た

子
ど
も
と
大
人
が
「
ト
リ
ッ
ク 

オ
ア
ト
リ
ー

ト
」
と
声
を
出
し
て
練
り
歩
き
、
お
や
つ
を
た

く
さ
ん
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
！

■
日　

時　

10
月
30
日
㈬　

開
場
16
時

　
　
　
　
　

開
演
16
時
30
分
～
18
時

■
会　

場　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
Ｔ
ａ
ｐ
会
員
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

お
や
つ
を
入
れ
る
袋

■
そ
の
他　

み
ん
な
仮
装
し
て
き
て
ね
！

■
申
込
み
締
切　

10
月
23
日
㈬

■
問
合
せ

　

ト
ッ
ポ
ッ
キ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
と

も
に
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
（
総
合
セ
ン
タ
ー
内
℡

７
６
５
‐
５
７
７
６
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

197
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今
年
は
豊
作 

１
等
米
比
率
95
．９
％

―
平
成
25
年
度 
作
況
調
査
概
要
―

津
南
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

　
　
　
　

手
狩
り
で
収
穫

―
狭
山
市
民
農
業
体
験
―

農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
８
月
〕

　

23
日　

第
26
回
総
会

　
　
　
　

畑
作
作
況
調
査

〔
９
月
〕

　

５
日　

企
画
会
議
・
振
興
部
会

　

10
日　

津
南
町
議
会
定
例
会

　

13
日　

水
稲
作
況
調
査

　

25
日　

第
27
回
総
会
・
振
興
部
会

　

30
日　

農
政
部
会

〔
10
月
〕

　

５
日　

狭
山
市
民
農
業
体
験

　

７
日　

企
画
会
議
・
広
報
部
会

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
10
月
〕

　

25
日　

第
28
回
総
会
・
振
興
部
会

〔
11
月
〕

　

５
日　

農
業
委
員
大
会

　

15
日　

中
越
協
議
会
研
修
会

　

23
日　

狭
山
市
農
業
祭

　

津
南
町
農
業
委
員
会
で
は
、９
月
13
日

に
町
内
18
か
所
の
水
稲
作
況
調
査
を
実
施

し
、圃
場
の
予
想
収
量
を
検
見
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。

　

調
査
終
了
後
の
検
討
会
で
は
、一
部
、稲

こ
う
じ
の
発
生
や
、出
穂
の
バ
ラ
つ
き
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
、病
害
虫
の
被
害
や
倒
伏
が

少
な
く
例
年
並
み
、も
し
く
は
高
収
量
と

良
好
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
作
況
調
査
後
に
台
風
18
号

被
害
や
、そ
の
後
に
高
温
が
続
い
た
た
め
一

部
で
胴
割
れ
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、Ｊ

Ａ
の
検
査
状
況
で
も
１
等
枚
比
率
が
、昨

年
の
75
．８
％
か
ら
95
．９
％
と
増
え
て
お

り
、全
体
と
し
て
は
豊
作
な
状
況
で
す
。

　

10
月
５
日
に
秋
空
の
元
、狭
山
市

か
ら
18
名
が
稲
刈
り
体
験
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、春

に
田
植
え
を
行
っ
た
参
加
者
で
す
。

　

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、黄
色
く

実
っ
た
稲
穂
を
刈
り
取
り
、ハ
ゼ
か

け
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
収
穫
し
た
お
米
は
精
米
を
し

て
11
月
に
狭
山
市
で
開
催
さ
れ
る
農

業
祭
で
参
加
者
に
配
ら
れ
ま
す
。

　

自
分
で
植
え
て
、自
分
で
刈
り

取
っ
た
お
米
の
味
は
ど
ん
な
で
し
ょ

う
か
。楽
し
み
で
す
ね
。

大地に生きる

　水稲 5ha、畑 2ha、アスパラ、スイートコーン、
ジュース用トマト、大豆などを栽培しています。
　農業大学校で 2年間学んだあと、JA 津南町で
7年間勤務され、現在は津南町農業公社で研修中
です。「食糧の自給なくして国の自立なし !! がん
ばります。」

石
いしざわ

沢　雄
ゆう

太
た

さん（28歳）

平成25年度産米
コシヒカリ検査状況

（10月1日現在　JA津南町）

【１等米比率】 ………… 95.9％
【格落理由別比率】
　未熟米 ………………… 40.3％
　胴割粒 ………………… 46.3％
　部分カメムシ ………… 9.7％
　その他 …………………… 3.6％

↑昨年の農業祭の様子。農産物だ
けでなく、津南の魅力をアピール
してきますよ。
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里芋ピザ
秋、秋はやっぱり食欲の秋です！今でこそキノコ類は
通年出回っていますが、秋になるとふんだんに料理に
使って食べたくなりますよね。
これからは里芋も美味しくなる季節、そこでキノコと里
芋で美味しいピザを作ってみましたのでご紹介します♪
食べる時にタバスコをかけてもいいのですが、唐辛子
としょうゆをちょっとだけたらして食べるとまた美味
です！お試しください。
【材料／ 20㎝のピザ１枚分】
　　・里芋（皮をむいたもの）……………200ｇ
　　・舞茸………………………………… 70ｇ
　　・ピザ用チーズ……………………… 50ｇ
　　・塩・こしょう………………………… 少々

【作り方】
・里芋をスライサーで薄くスライスする。
（手を切らないように、持ち手をペーパータオルで包
むなり、スライサーの安全器を使うなどしてください）

・フライパンにオーブンシートを敷いて、里芋を少
しずつずらして重ね円を描くように並べていく。ほ
んの軽く塩・こしょうをし、その上に舞茸とピザ用
チーズとを散らす。
・ふたをして焼いていく。最初強火、熱くなってきた
ら弱火にして火が通るまで10分位焼く。裏面がこん
がりしていたら出来上り。

【ポイント】
・油を引いたフライパンで焼いてもOK。　
・チーズやキノコの
量はお好みですが、
多すぎるとお皿に
移すときに崩れや
すいので気をつけ
て。(*^^*)

結婚相談員から

を込めて
愛

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　高橋悦子（谷内）

今
年
は
毎
日
暑
い
日
の
連
続
で
し
た
が
、
あ

っ
と
い
う
間
に
朝
晩
肌
寒
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
山
々
も
紅
葉
し
始
め
、
い
つ

の
間
に
か
秋
も
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん

お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？

私
は
結
婚
相
談
員
と
し
て
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
人
と
し
て
、

一
番
に
願
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
皆
さ
ん
が
変
わ
る
こ
と
、
で
す
。

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
と
言
い
ま
す
と
、一
人

か
ら
二
人
、そ
し
て
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
に
な
っ
て

皆
さ
ん
が
幸
福
に
な
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

結
婚
は
、
し
て
も
し
な
く
て
も
後
悔
す
る
も

の
だ
と
誰
か
が
言
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
ど

う
せ
後
悔
す
る
の
な
ら
、
一
度
は
自
分
の
人
生

に
冒
険
を
し
て
、
後
悔
し
な
い
よ
う
努
力
す
る
、

そ
う
い
う
こ
と
が
結
婚
な
の
か
も
し
れ
な
い
と

私
は
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す

か
？も

ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
な
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
が
あ
っ
て
結
婚
に
踏
み
出
せ
な
い
人
も

い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
冒
険

と
は
、
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
道
へ
勇
気

を
持
っ
て
進
む
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
」
を
12
月

に
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
歩
踏
み
出
し
て
、
皆

さ
ん
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
一つ
で
も
良
い

出
会
い
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
一
人

じ
ゃ
な
く
て
家
族
と
一
緒
に
楽
し
む
よ
う
に
な

れ
た
ら
、
い
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
、
一
緒
に
頑

張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

結
婚
相
談
員　

金
子　

蘭
（
相
吉
）

★お知らせ★
12月 1日㈰

クリスマスパーティー
開催予定です !!



戸 籍 の 窓

■人口10,599（−17）　男5,157（−10）　女5,442（−7）

■世帯数3,614（−6）　■転入／ 8　■転出／ 18　■出生／ 6　■死亡／ 13　■婚姻／ 110月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●津南シンポジウムⅨ　
　「大地の履歴から探る災害―大地と自然、そして人―」
　なじょもんで開催中の企画展に合わせ、シンポジウムを開

催いたします。

　地学・歴史学・考古学の災害にまつわる研究成果を発表して

頂きます。

●日　時／ 11月9日㈯
　　　　　13:00 〜 18:00
●会　場／津南町総合センター 1Ｆ 
●参加費／ 2,000円（資料代）

●「なじょもんクリスマス展2013」のお知らせ
　なじょもんでは、12月7日㈯〜25日㈬の会期でクリスマス展を開催いたします。

　「わたしのクリスマス展」と題し、手作りのクリスマス飾り（ツリー・リース・オブ

ジェ・絵画・カードなど）の出展者を募集します。あなたの考えたオリジナルの作品

を展示してみませんか？

　来場者の投票により優秀作品が決定し、

副賞が贈られます。

●応募締切：12月4日㈬
●持込期間：11 日30日㈯〜 4日㈬
　12月7日㈯15時より、出展者・報道等を

集めた式典を行います。

　詳しくは、なじょもんにある応募用紙、

またはホームページ（http://www.najomon.com/)でご確認ください。

藤木　結
ゆい

叶
か

（米原） 拓也さん
  友美さん

栁原　有
ゆう

来
ら

（谷内） 登さん
 純子さん

江村　結
ゆ

弦
づる

（巻下） 敏和さん
 愛さん

大口　知
ち さ

紗（米原） 祐樹さん
 愛さん

瀧沢　心
ここ

那
な

（陣場下） 悠さん
 美咲さん

桑原　力松さん	 （78歳・十二ノ木）
髙橋　辰男さん	 （72歳・小島）
玉村　良夫さん	 （85歳・大割野）
石山　義江さん	 （103歳・恵福園ほくぶ）

村山　フミさん	 （88歳・下船渡）
藤木　ヒサさん	 （86歳・谷内）
中澤　タマさん	 （91歳・恵福園なかつ）

久保田　正義さん	（95歳・羽倉）
髙波　壽一さん	 （75歳・穴山）
根津　文子さん	 （93歳・石坂）

　
広
報
つ
な
ん
の
担
当
に
な
っ
て
半
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。毎
月
の
特
集
記
事
に
あ
わ
せ
、表

紙
の
写
真
や
、タ
イ
ト
ル
を
考
え
る
の
が
楽

し
く
も
あ
り
、苦
し
く
も
あ
り
ま
す
。お
気
づ

き
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、毎
回
表
紙
の
字
だ
け
は
自
分
で
書
い
て

み
よ
う
と
筆
を
と
っ
て
い
ま
す
。津
南
に
戻
っ

て
き
て
、習
い
は
じ
め
た
書
も
、活
躍

（?）
す
る

場
が
あ
っ
て
あ
り
が
た
い
か
ぎ
り
で
す
。

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります11 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

2日㈯ 9:00〜15:00 池田先生と歩く津南ぶらり旅Ⅲ 800 高学年から

3日㈰ 13:30〜15:30 琥珀の勾玉作り 1,000 高学年から

4日㈷ 9:00〜15:30 コウゾ刈り・煮剥ぎ 無料 高学年から

9日㈯ 13:30〜15:30 雑穀食アラカルト 800 低学年から

10日㈰ 13:30〜15:30 アンギン編み 1,000 中学年から

16日㈯ 10：00〜12:00 そば打ち 800 中学年から

17日㈰ 13:30〜15:30 トチあんぼ作りⅠ 300 低学年から

23日㈷ 13:30〜15:30 小枝のランプシェード作り 1,000 低学年から

24日㈰ 13:30〜15:30 アンギン編み 1,000 中学年から

30日㈯ 13:30〜15:30 トチあんぼ作りⅡ 300 低学年から

※友の会の皆さんは半額です。

村山　洋樹さん（朴ノ木坂）
涌井　舞さん（十日町市） ｝
大倉　将希さん（小下里）
山田　沙季さん（十日町市） ｝

津南町防災メールに登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報等をメールにて配信!

■登録方法
QRコードを読み込むか下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス　info-tsunan@mail-mag.net

QRコード
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　
毎
年
、収
穫
の
時
期
に
行
わ
れ
る
焔
祭
。火
は

遠
い
昔
か
ら
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。炎

を
見
て
い
る
と
安
心
す
る
の
は
、大
自
然
の
中
で
、夜
の
闇
の
天
敵

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
得
た
も
の
だ
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。


